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実施後も断固反対

大崎市老人クラブ連合会会長の小原
茂さん（犒） 戦前・戦後の苦難の時
代を生き抜いてきたわれわれをばかに

しないでもらいたい。いつまでも黙っ

て政府の意のままだと思ったら大間違

いです。

後期高齢者医療制度を中止・撤回さ

せるためには、党派を超えた運動が必

要です。岐阜県や北海道で自民党議員

を含めた「断固反対」の流れが生まれて

いると聞き、励まされています。
制度の中身を早く正確に知らせれ

ば、各地で〝火の手〟が上がるはずです。

今からでも遅くない。４月の実施後も

粘り強く撤回署名を集めていきたい。
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大崎市老人クラブ連合会の役員のみなさん


